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【ライル・ドウル：ホウルの翼（仏語）】
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· 第15回大沼杯小学生ハンドボール大会が無事閉幕！

· YRP（ヤングレフェリー　プログラム）のお知らせ！
· すごい！本場ヨーロッパのプレイが見られるよ！
· 県内少年団交流会、今年も盛り上がったよ！
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去る2月15日から2日間にわたって山形県東根市にて開催された「大沼杯小学生ハンドボール大会」が
無事に終了しました！

花巻からは花巻クラブジュニアの男子2チーム、女子１チーム。

盛岡のリトルハンドさん、矢巾フェニックスさんもそれぞれ１チームずつの参加。

決勝トーナメントに進出したのは矢巾さんのみで、われらが花巻クラブジュニアは残念ながら進出ならず！
1点差で負けた試合では、女子チームで涙する子もいましたが、どのチームも最終試合は勝利を収めて、
みんな笑顔で帰ってきました！



　　　みんな、「ヤングレフェリー」って聞いたことありますか？
　　　　それは、選手と同じように、中学生や高校生の年齢からレフェリーの講習を受けて
　　　　ゆくゆくは国際試合で審判が出来るようなレフェリーを育てるためのプログラムのこと。

　　　　

　　　　選手だけではハンドボールの試合は出来ません。
　　　　　お互いのチームが気持ちよいスムーズなゲームをするには、レフェリーの存在は
　　　　　必要不可欠です。素晴らしい選手だけではなく、素晴らしいレフェリーがいてこそ、

　　　　　レベルの高いハンドボールのゲームが期待できるのです。

　　　　　「自分もそんなレフェリーになりたい！」と思うあなた、このプログラムに参加してみては

　　　　　いかがでしょうか？現在このプログラムについて、富士大学の小友先生を中心に、

　　　　　岩手県ハンドボール協会の皆さんが話し合いを進めています。
　　　　　１４歳～１６歳（中学2年生～高校1年生）の年代から参加することが出来るそうです！
　　　　　詳しい情報は後ほど改めて皆さんにお知らせしますね！


　ハンドボールって、日本国内の試合でもTVなどで見られる
機会は少ないですよね。
　　ましてや、フランス、スペイン、ドイツなど、本場ヨーロッパの
試合なんて見たことない！

　　そんな皆さんに嬉しいニュースです！

　　　　　http://championsleague.eurohandball.com/
　　　　　このURLをインターネットで見てみましょう！なんと、EHF（ヨーロッパハンドボール連盟）の
　　　　　ヨーロピアンハンドボールチャンピオンズリーグのページに飛びます！

　　　　　全部英語で書いてるよ？　でも心配なく！ページ右側に「Live Matches Online」と書いてある箱の下、

　　　　　「archive」と書いてある部分をクリック！

　　　　　新しいページが開いて、過去に行われたチャンピオンズリーグのゲームのビデオが見られます！

　　　インターネットが見られる人は是非このページを見てみて下さいね！


　　　　　少年団の今年度最後の大会となる県内少年団交流会が去る3月11日、花巻市民体育館にて

開催されました。今回は出来るだけみんなを試合に出場してもらうため、ABCDの４ブロックに分かれて
総当りリーグ形式で熱戦が繰り広げられました！

本当に小学生とは思えない華麗かつ力強いプレーが続出！
今回は低学年の部も設けられ、体は小さいけれどガッツあふれるゲームを

展開してくれました！みんなの真剣なまなざし、満面の笑顔、たまに見せる
涙は、親御さんをはじめ多くの大人たちに感動を与えてくれました！

真剣にコーチの

アドバイスを聞く！→
↑大場俊樹くんの倒れ込みシュート！




3月、学校では卒業の時期ですね。


新しい学校でもみんなハンドボール続けてほしいなあ！


さあ、今月もホウルの翼で行くよ！





今月のお知らせ





大沼杯が無事閉幕！みんな頑張った！
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大沼杯にて
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YRP（ヤングレフェリープログラム）のお知らせ！
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今年も少年団交流会、盛り上がりました！
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本場のハンドボールが見られるよ！





少年団のみんなはこれから岩手県のハンドボールを


支える未来の宝です！





L’aile d’Howl (ライル・ドウル) 
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Special thanks to:　（写真をお借りしました）


「リトルハンド」HPさん、EHF　HPさん











